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（ご参考）＜志ん雀顧問の今後の公演スケジュール＞
６月６日（火）１８：４５～ ススメ志ん雀その５ 於：お江戸日本橋亭 前売り2,500円

申込先：http://namaraku-ticket.com 演目「御用心（初演）」「お見立て」 当日2,800円
７月１１日(火)１８：３０～ りっしん出世の会（志ん雀・律歌二人会） 於：高円寺ＨＡＣＯ 前売り2,000円

申込先：志ん雀師匠（choit_shinsan@yahoo.co.jp,090-3693-3274)演目　「大山詣り」ほか 当日2,000円
８月２３日(水）１８:３０～ 三つ巴（志ん雀、志う歌、わん丈三人会） 於：池袋演芸場 前売り3,000円

申込先：志ん雀師匠（choit_shinsan@yahoo.co.jp,090-3693-3274)演目　「宮戸川」 当日3,300円
１０月６日(金)夜 オドラク（住吉踊りの若手メンバー会） 於：横浜にぎわい座
２月２８日（水）１８：３０～ 三つ巴（志ん雀、志う歌、わん丈三人会） 於：池袋演芸場 前売り3,000円

申込先：志ん雀師匠（choit_shinsan@yahoo.co.jp,090-3693-3274) 当日3,300円
＊この他に、水戸駅のすぐ近くにある「水戸みやぎん寄席」というところで８月５日(土)６日(日)、１月７日(日)に出演、
　　ひたちでたったの１時間！旅行がてらに行ける方は是非行って見られては如何。

＜第２４回例会報告＞
開催日時 5月16日(火）１９：００～２１：００ 於：ナカノＺＥＲＯ小ホール　　「林家たい平独演会」
出演者(３名）演目林家さく平「金明竹」、三遊亭あずみ「三味線漫談」

林家たい平「禁酒番屋」「船徳」「お化け長屋」の３席
参加者（敬称略） 渡部正俊、土屋正孝　　　計２名
感想 前座のさく平（たい平の息子）は関西弁のまくしたてる口上をこなし、一番弟子のあすみは三味線

漫談もまずまずの出来。たい平の３席はいずれも彼の小気味よさが出ていて良かったと思う。
たい平は昨年末の独演会が好評だったので企画したが今回は参加者が２名しかおらず寂しい
限り。人選、開催場所、費用などの要素を相互勘案して決めているが参加者集めは中々難しい。

＜今後の例会予定＞
第２５回 6月21日(水）19：00～立川志らく独演会 於：なかのＺＥＲＯ小ホール 前売り3,700円

注）6/1現在申込者4名→残席ある限り追加申し込み可

＜その他寄席開催情報～例会検討対象＞
6月30日～7月5日江戸東京落語祭り<先輩編＞ 於：よみうり大手町ホール 全席指定5,800円
6月30日～7月5日江戸東京落語祭り＜後輩編＞ 於：日経ホール 全席指定7,000円

◎ 7月2日（日）11:30,15:30～桂文枝もうすぐ傘寿記念独演会 於：なかのＺＥＲＯ大ホール 前売り4,500円
7月4日(火）14：00～蝶花亭桃花落語会(東大泉寄席） 於：ゆめりあホール 前売り2,800円
７月８日（土）14:00～三遊亭小遊三、林家たい平二人会 於：銀座ブロッサム中央会館 全席指定3,900円
7月27日（木）19：00～三遊亭兼好独演会 於：国立演芸場 前売り3,600円
8月11日（金祝）13：00～兼好、歌武蔵、柳家喬太郎三人会 於：銀座ブロッサム中央会館 全席指定3,700円
8月25日（金）13：00～春風亭小朝独演会 於：東京芸術劇場プレイハウス 全席指定4,200円
9月2日(土）13：30～第29回大泉落語会 於：ゆめりあホール 入場無料(予約不要）

＊鑑賞希望の寄席がありましたらご連絡下さい。→第２６回例会は桂文枝独演会を予定、希望者は時間を選んで申込を。

発行責任者：土屋　正孝

真に受けてエコーを中退し入門してからはもう…　中退者なのにエコーさんには大変良くしていただきまして、真打
昇進の際には後ろ幕まで作ってくださいました。現在は年に２回志ん橋一門会がエコー劇場でありまして、役者とし
て立てなかった舞台に座っているというわけです。
次回は６月２１日(水)１４時より、落語ではなく寄席の踊りで出演いたします。ついに舞台に「立つ」日が来ました。
兄弟弟子総出演です。どうぞお運びください。全席自由２０００円、お問い合わせは　０３－５４６６－３３２２（スタジ
オ・エコー、平日１１～１８時）　info@s-echo.co.jpまで
また、６月６日(火)には独演会「ススメ志ん雀」がございます。三笑亭夢丸師匠が復活させた、柳家金語楼師匠作
「御用心」を初演、また立川談修師匠の「妲己のお百」という珍しい噺、慶應義塾大学応援部出身の応援芸人「梅田
元気よく」さんなど、寄席では見られないバラエティ豊かな番組でお待ちしております。１８時１５開場　１８時４５分開
演、お江戸日本橋亭、前売２５００円　当日２８００円、http://namaraku-ticket.com、０３－６２４０－６１０９（オフィス
ゾーイ）

＜随想～寄席こぼれ噺＞ 落楽会顧問　　古今亭　志ん雀

「噺家誕生の馴初め」
「どうして落語家になったのですか？」～これは全落語家が一度は聞かれる質問だと思います。
落研（早稲田ではらっけんと言うようですが）出身と思われることが多いですが、実際に落研出身
の落語家はそう多くはありません。元サラリーマン、元介護士、元自衛隊、元力士など出自は
様々です。

中で多いのは元役者というパターンで、元劇団四季でミュージカル落語をされている三遊亭究斗師匠という方もい
らっしゃいます。
私は恵比寿にある「テアトル・エコー」という劇団の研修生（養成所生）をしておりました。熊倉一雄さん、山田康雄さ
ん、納谷悟朗さんなどがおなじみの喜劇の老舗です。そこのレッスンの中に落語があり、師匠の志ん橋が講師とし
て来ていたのです。師匠がえらくほめてくれまして勘違いをしてしまったのですが、落語家というのはヨイショをする
生き物だったのですね。


